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研究成果の概要（和文）：マルチメディアが外国語学習者に何らかの影響を及ぼすのではないかという問題はこ
れまで、理論的研究に先行してむしろ実践的な場面で盛んに研究されてきた。これらの研究では、主に学習者の
動機付けや教材開発、運営のコスト削減に重点が置かれてきた。言語の習得と運用には多数の語彙を記憶し、関
連語彙や文法規則を学習することを必要とするが、しかし先行研究からはどの要素が学習を促進するのかについ
ては明らかになっていない。そこで本研究では、マルチメディアのどの要素が学習者の語彙習得を促進するのか
を解明し、マルチメディアを利用した言語習得モデルの構築を試みる。

研究成果の概要（英文）：Multimedia as a resource to transfer language information in its most 
natural form has been widely researched. However, most previous studies have been mainly focused on 
its effects such as maintaining motivation and cost reduction.Successful acquisition and use of 
language require memory storage of many words, their associated concepts, and grammatical rules. 
However, we have yet to ascertain which factors of multimedia promote learning or which factors do 
not. This research allowed me to identify the factors of multimedia that affect learner acquisition 
of lexical meaning of vocabulary and establish a model of language learning process using 
multimedia.
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１．研究開始当初の背景 
マルチメディアは、文字、音声、映像（静
止画、動画）からの多様なメッセージを複
数の経路で学習者に提示できることでその
学習効果が期待されている。マルチメディ
アは心理学では人間の認知過程の研究対象
とされてきて、近年は fMRIを用いた脳科
学のマッピングも行われている。マルチメ
ディアに対する人間の認知処理プロセスは
徐々に解明されているともいえるだろう。 
	 外国語教育分野でもマルチメディアは人
間の実際の言語活動を提示できるもっとも
有効な手段と考え、早くから活発に導入さ
れてきた。最近のインターネットやスマー
トフォンなどの情報通信機器の発達はその
利用を益々加速していくだろうと思われる。 
	 しかし、現状のマルチメディア教材開発
は技術に対する安易な期待感から理論的根
拠や徹底した検証なしに開発が進み、新し
い技術が教材開発の需要を作り出している
構図となっている。その結果、学校現場や
外国語分野での活発な開発研究は進んでい
るものの、それが成功している例は見つけ
るのは困難でゼロに近い。根本的な理由と
してはマルチメディアに対する外国語学習
者の学習過程がまだ不明であるためである。
学習者が知覚した情報（サウンド、イメー
ジ）はどのように Working Memory にエ
ンコードされどのような過程を経て
Long-Term Memory（Lexical Memory）
に記憶されるのか、既習言語情報（外国語
と母語）とのネットワークはどのように形
成されているのかについてはまだ未知の領
域である。 
	 この外国語の学習過程を説明するために
心理学の基礎研究や事例が引用されること
もあったが心理学実験の対象が主に母語話
者の科学現象の理解などを対象としていて、
外国語学習者に直接適用することはまだ難
しい。つまり、外国語学習の特性を考慮し
た新たな実験デザインと考察が必要に思わ
れる。外国語教育現場での正しいマルチメ
ディアの利用や効果のある教材開発には理
論と実証に基づいた新しい学習モデル構築
が急務であると考えている。 
 
２．研究の目的 
本研究の目的はマルチメディアを用いた外
国語学習過程を心理学的および認知言語学
的立場から分析・解明し、それをモデル化
することで、外国語学習教材が備えなけれ
ばならない要素を明確にすることである。
そのために、研究代表者が参加した国立国
語研究所プロジェクト「日本語学習者用基
本動詞用法ハンドブックの作成」と基盤研
究(C)「マルチメディア外国語教材と学習者
のインタラクションに関する言語行動学的
研究」の研究結果を踏まえマルチメディア
が外国語学習へ及ぼす影響を解明する。ま
た、外国語学習者を対象とした学習過程観

察と習得実験でマルチメディアのどの要素
が学習を促進しているのか、どの要素が学
習を妨げるのかを調べマルチメディアの学
習過程をモデル化していく。本研究は理論
的根拠なしに技術に頼って開発が進められ
てきた外国語マルチメディア教材開発分野
に理論的・実証的指針を与えることを研究
目的とする。 
３．研究の方法 
[1]学習者の語義習得についての認知言語
学的研究 
	 動きを表す言葉である動詞の意味を学習
者が理解し、自分の記憶システムに保存し
ていく仕組みを解明する。実際の発話場面
でその情報をどのように活用していくのか、
そしてどのようなエラー（誤用）をするの
かについて言語学や認知言語学的知見を取
り入れ研究する。 
[2]動詞と関連する視覚情報についての心
理実験 
	 動きや状態の変化等を表す視覚情報を提
示した場合、視覚情報の種類（静止画、連
続イラスト動画、動画）により学習者が動
きを認知し言語化していくプロセスを解明
する。そのためには学習者の視線が視覚情
報のどの部分に注視するのかを視線追跡装
置を用いて測定する。これによりイメージ
制作時に強調すべき箇所や提示時間等につ
いて調べることができると考えている。 
[3]動詞の意味を表す際の視覚情報の効果
を調べる 
	 効果的な学習のための視覚教材について
の研究では視覚情報の具体性についての一
貫した結果がまだ得られていない。教授項
目、表現したい事柄により適切な視覚情報
が異なると考えられる。例えば、静止画、
連続イラストだけではダイクシス（例えば
「あがっていく/くる」のような話者の位置
に依存する表現）を表すのはむずかしい。
そのような場合に動画が効果的であると考
えられる。動画により、話者の位置と選択
されている表現の関係が確認でき、学習者
の記憶に深く刻まれると思われる。このよ
うに動詞の種類によってそれを代表できる
視覚情報はなにかを学習者を対象とした学
習実験やアンケートで解明していく予定で
ある。 
[4]語彙の意味説明に最適な視覚情報を特
定し、データを蓄積する 
	 外国語学習者の認知特性についての認知
言語学・教育工学からの知見の基で語彙を
表す視覚データを蓄積していく。現在は動
詞 100語に対する様々な視覚情報（現段階
としては上記のイメージスキーマ、線画、
連続イラスト、動画）を収集し構造化して
いる。視覚化できない動詞に関しては新た
な辞書記述、コロケーション情報を利用し
て提示する予定である。 
[5]マルチメディアコロケーション検索と
の連動を図る 



	 本人が開発したマルチメディアコロケー
ション検索システム(2004)では映像情報に
同期した言語情報、パラ言語情報、メタ言
語情報を記述した MPEG−7 データを利用
し映像からコロケーション情報が検索でき
る。外国語学習者には実際の言語使用提示
がより効果的だという研究結果が得られて
いるが、本動詞研究での視覚情報検索にも
導入し学習者の検索クェリーに対して最適
な結果を提供することが可能になると考え
ている。 
[6]モデル検証用の教材の配信システム構
築 
	 動詞の学習過程で明らかになったイメー
ジの種類、利用法を現在の日本語教材、日
本語辞書に取り入れるために映像データベ
ースを構造化し実用化を図る予定である。
外国語教師は動詞の意味を学習者に提示し
たり、学習者が動詞の振る舞いを正確に把
握したりするためにこのシステムを利用す
ることが想定できる。検索語としては一つ
の単語だけではなく句や節、文章の入力が
想定されるため、検索語から検索のための
構文を分析する予定である。このような配
信システムの構築によりオンラインの外国
語・日本語教育教材作成時に誰もがこのデ
ータベースを利用できるような環境を構築
することで貢献していきたい。 
	
４．研究成果	

	 内容を表す絵を言語情報と同時に提示す

ると言語記憶が促進されるという二重符号

化説は、学習の場に絵や映像を導入しよう

とする多くの試みの根拠となった。そして、

その効果を検証しようとする実験研究も多

く行われた。	

	 しかし、映像は、言語と併用しさえすれ

ばよいというものではないと考えられる。

言語理解と記憶における映像の併用効果を

調べた研究では、必ずしも二重符号化説か

ら予測される併用効果が得られているわけ

ではない。例えば、それぞれのメディアか

ら提示される内容の重複性が異なる教材を

用いて併用効果を調べた研究では、映像情

報 と 言 語 情 報 の 冗 長 性 (content	

redundancy)、即ち、一致度合いによって学

習効果が異なるという結果を得ている。	

	 イメージが学習者に何らかの影響を及ぼ

すのではないかという問題は、これまでの

理論的研究に先行してむしろ実践的な場面

で盛んに研究されてきた。しかし、なぜイ

メージが学習効果を促進するのかは未だ充

分に明らかになっていない。具体的な映像

材料は制作者や教師側の曖昧な基準や勘に

頼って活用されているのが現状である。そ

こで、動詞の学習過程で明らかになったイ

メージの種類、利用法を現在の日本語教材、

日本語辞書に取り入れるために映像データ

ベースを構造化し実用化を図った。外国語

教師が動詞の意味を学習者に提示したり、

学習者が動詞の振る舞いを正確に把握した

りするためにこのシステムを利用が見込ま

れる。	
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